
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

ヴァイス

シャドウ

拳闘士

15

-206153

暗視/月光の守り

♂ 19

裏切りにあったことがある
罪を犯したことがある
投獄されたことがある

14

8

5

5 53 72 + 2 12

6 35 55 9

10 27 45 7

8 48 -2 62 10

12 21 38 6

8 32 45 7

グラップラー

シューター

マギテック

スカウト

レンジャー

エンハンサー

アルケミスト13

15

1

15

15

5

1

追加攻撃

投げ攻撃

カウンター

バトルマスター

トレジャーハント

ファストアクション

影走り

トレジャーマスター

匠の技

治癒適正

不屈

ポーションマスター

韋駄天

縮地

両手利き

武器習熟A/格闘

二刀流

命中強化

魔力撃

投げ強化

精密射撃

鷹の目

220

225

2120

3143

2120

2123

2120

3143

3143

2122

2123

2123

3142

3143

IB32

IB31

IB30

2124

227

220

218

219

交易共通語

魔動機文明語

シャドウ語

○ ○

○ ○

○ ○

マッスルベアー

猫目

ガゼル

蟲革

デーモンフィンガー

偽撃 15

257 272

0

13 25 22 20

0

15 27 24 22

千手羅漢のコート 15 2

24

18

0

19グラップラー

アクセルジャンパー

パワーリスト
グラップラー専用、キック強化

グラップラー専用、パンチ強化

1H#

1H

5 -1

5 1

25

27

10 21 20

9 21 12

スカウトツール

家賃

魔香草x3

3点x15

３点（済）x3

5点魔x8

マギスフィア（小）

マントx2

40205

3 65 195 24 19 129

0/× 24 25 28 70

魔動機術 1 7

幻のウィッグ

ピアス

勇者の証【技】

カースリベリオン

名状しがたきトンファーのようなもの

多機能黒帯

匠技の腕輪

名状しがたきトンファーのようなもの

覇者のバックル

魔神からのダメ-3　魔神へのダメ+3

k25+10@9

防護点+1 ライトニングふぁーい

俺はアイツを絶対に許さない･･･アイツは俺が絶対に、殺す

俺はアイツを殺すための力を得るために･･･【トンファー流師範】である師匠から【トンファー流】を習い、継承者になった。
いつかアイツを【トンファー流】で叩き潰す･･･！ハットウ式トンファー流

オディウムとの関係
　オディウムとはとある孤児院での幼馴染。
　プリグラであった神父からオディウムと共に【弟妹達を守ろうと】戦い方を習っていた。だがある日理由は定かではないがオディウムが強
い力を求め力に溺れた。
　オディウムを止めようとしたが一方的にやられ、返り討ちにされてしまった。その時オディウムから「孤児院」の事を言われ急いで戻ると
孤児院は赤色の炎に包まれていた。
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